
工 事 写 真 要 領
令和２年 ７月 １日改定

全ての工事写真に工事黒板を入れて撮影すること。

工事黒板へ補助金交付指令番号及び指令年月日を記載すること。

１．単独処理浄化槽の撤去工事写真（単独処理浄化槽撤去費補助金を受ける場合のみ）

着工前の状況 【写真のポイント】

① 単独処理浄化槽の埋設状況が確認できること

② 工事黒板（工事場所、日時、工程、補助金交付指令番号、指令年月日を記載）を掲げる

③ 背景と工事を行う場所の周辺状況（地面・家屋等）とともに写すこと

堀削工事の状況 【写真のポイント】

① 機械等で堀削や撤去、解体している状況が確認できること

② 工事黒板（工事場所、日時、工程）を写す

撤去後の状況 【写真のポイント】

① 単独処理浄化槽が埋設してあった場所の埋め戻し前の写真

② 工事黒板（工事場所、日時、工程）を写す

搬出時の状況 ① 撤去、解体された単独処理浄化槽の搬出時の写真（トラック等に載せた状態等）

② 工事黒板（工事場所、日時、工程）を写す

※工事黒板へ記載する指令番号及び指令年月日

府 環 指 第 ○ ○ 号

○○年○○月○○日



２．合併処理浄化槽の設置工事写真

着工前の状況

浄化槽設備士の姿

浄化槽の全景

（標識は図－２による）

【写真のポイント】

① 浄化槽の設置場所

② 浄化槽設備士は正面を向く

③ 標識及び工事黒板を掲げる

④ 背景と工事を行う場所の周辺状況（地面・

家屋等）とともに写すこと

標識の掲示は国土交通省「浄化槽工事業に係

る登録等に関する省令第９条」に定める別記様

式第８号・同９号（図－１）による。（標識の

記載事項が判読できること）

図－１ 浄化槽工事業者標識の様式

基礎工事の状況

掘方写真

栗石地業（１０㎝以上）

【写真のポイント】

工事場所、日時、工程、指令番号を示した標

識とともにスケールなどの機材も写すこと

府 環 指 第 ○ ○ 号

○○年○○月○○日

床付け完了状況

着工前の状況

浄化槽本体搬入



【写真のポイント】

栗石または砕石地業でランマー等機材で転

圧の作業を行っているところを写すこと。

【写真のポイント】

コンクリート養生後、コンクリート厚の分か

るスケールとともに写すこと。

・厚み：５０㎜以上

基礎砕石敷設転厚圧工事状況

基礎砕石敷設転厚圧工事状況

基礎工事状況



基礎工事の状況

コンクリート養生後

低部鉄筋コンクリート

コンクリートスラブ

【写真のポイント】

型枠及び配筋の状況が分かるもの、ピッチが

分かるスケールとともに写すこと。

基礎底版コンクリートの広さは、浄化槽外形

寸法以上とすること。

・鉄筋：Ｄ１０ー＠２００シングル

・厚み：１００㎜以上

【写真のポイント】

コンクリート養生後、コンクリート厚の分か

るスケールとともに写すこと。

据付工事の状況

浄化槽設置（埋設状況）

水準器（水平確認）

水張り

水締め

埋戻用の土砂

突き固め（転圧）

支柱養生

【写真のポイント】

現場での浄化槽本体の搬入状況、及び本体に

明記されているメーカー・型式・人槽、指令番

号が判読できる写真を写すこと。

【写真のポイント】

水張りを行い、本体の水平を確認しつつ埋め

戻しの作業を行っていることが分かる写真を

残す。そのためには、以下の道具等が写ってい

ることが必要。

ア．本体の水平を確認するための水準器

（これに代えて、水準目安線や越流ぜき、流

入、放流、移流管等の状況を浄化槽設備士等

が確認していることを写した別の写真でも

良い）

イ．埋め戻しの高さを示すスケール

ウ．水張り及び水締めに用いるホース

エ．突き固め用の器具（突き棒、ランマー等）

及び埋め戻しに用いる土砂（本体を傷つける

おそれのある石などが入っていない土砂）

基礎工事の状況

基礎工事の状況

据付工事（水張り）

据付工事



嵩上げの状況

マンホール蓋までの距離

（３０㎝以内、スケール）

【写真のポイント】

マンホール蓋の高さから、バルブ等の操作が

可能であるかが分かる写真を残す。そのために

は、バブルコンクリート養生後、コンクリート

厚の分かるスケールとともに写すこと。

完成の状況

上部スラブ

（鉄筋コンクリート）

完成の全景

ブロワーの写真

配管の写真

【写真のポイント】

配筋の状態が分かるもの。ピッチが分かるス

ケールとともに写すこと。

浄化槽上部の配筋を行う。なお、マンホール

開口部には周囲に補強筋を施すこと。

・鉄筋：Ｄ１０ー＠２００シングル

・コンクリートの厚み：１００㎜～１５０㎜

前後

【写真のポイント】

コンクリートが養生され、コンクリート厚が

分かるスケールとともに写す。

嵩上げの状況

上部スラブコンクリート状況

上部スラブ配筋状況



配管工事

【写真のポイント】

浄化槽の上部及び周辺の状況から、残土の処

分や工事の後片付け等、工事が終了している状

況が分かるように写す。また、現場において、

工事の竣工確認を行った浄化槽設備士が写っ

ていることが望ましい。

【写真のポイント】

ブロア、屋外用コンセント、アース工事及び

送気管とブロアの接続状況が分かるように写

す。

【写真のポイント】

すべての生活雑排水の接続が分かるように

写す。

※床下集合配管システムを施工する場合は、

床張前に施工確認を受けること。

浄化槽工事竣工状況

ブロア設置工事


